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は じめに

竹田市の施策の日玉のひとつは、子育て支援拡充の実施 と生み育てる環境の充実で

す。少子高船化の中、子どもの健やかな成長に最適な環境を物′は両面からサポー トし、

子育てしやすく、子どもがすくすくと育っていくことを目標 としています。

日本の教育においては、伝統的文化 として 4月 の一斉型入学システムのため、幼稚

園・保育所 。こども園等が小学校 という一つの教育施設に集約することによって、学

習環境に大きな変化が生 じます。_個別最適な学びをめざすために学習指導要領で定め

られた授業に切 り替えていくには、多くの困難や混苦しが伴 うことが考えられます。 こ

の時期に相た しい主体的・対話的で深い学びの実現を図り、一人ひとりの多様性に配

慮 した上で、子どもの発達等の違いを理解 し、その対庵を丁寧に行う捲要があります。

この生涯に亘る学びや生活の基盤を創る重要な時期に、幼保小の教職員が情報 を共

有 し、協働 して学びを深める取組を進めることによつて、子 どもに関わる大人が立場

の違いを超えて連携・協働 し、架け橋期に相Aし いカ リキュラムを策定 し、改善 して

いくことを目指 してきました。

これまで、幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業に真摯に取 り組んでこ

られた教職員の普様、ご指導いただいた関係各位に,せ より感謝申し上げます。子 ども

の成長に携わる者 として、本研究は大変ありがたいことであり、引き続 き子どもの日

標 と大人の目標を確実に達成することを目指すと共に、今後この取組がさらに広がり、

持続 していくための指針 となることを願っています。

竹田市教育委員会

教育長  志賀 哲哉
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研究概要

【幼保′
Jヽの円滑な連携の必要性】

。 「幼児期の終わりまでに育つてほしい姿」殉ヾ策
定されたが、具体的な力リキュラムの主夫や教
育方法の改善あるいは幼保小の連続の手がかり
として十分機能していない。

・ スタエトカリキュラムとアプローチカリキュラ
ムがバラ′(ラ に策定され、理念が共通していな
い。連携が行事の交流等にとどまつている。

竹田市「幼保小の円滑な接続」推進事業  (幼保′Jヽの架け橋プログラム)

【文科省 聴腑削 のヽ架け橋プログラム」への参加】

。冊年度「勉 J         的

・竹田市架I潮 の力リキュラ獨開発会議①罰置

鵡 講 罐

・共有された理念による架け橋期のカリキユラム等の作成

,連携の充実 (幼保こ小合同研修会 子どもの交流等)
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カリキュラム

開発会議

園・小学校

奉構成員の選定と目嶺す方向性の共有
*地域の実態の,B捏

接続を見通した執宮課纏緩戯 `指導計箇
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*共通の視点をもとに内容の検討・開発
十人やものとの鶴わりを通した学び奄密まえ、
教紺としての環境の共迪性の理解

キ子どもの交流の推進

絹 丁橋報のカリキュラムの実施
。検証

孝園・小学校において執宙課纏編競・指導計画
作威、実施、検証
*人 やものとの関わりを歯じた学びを驚まえ、

教材として―
の活用

*子 どもの交流の充実

発農的な梁け橋翻のカリキユラム
との雷わりを通した学びを踏まえ、

ての環境の活用の充実
発晨的な子供の交流案驚

持続的・発展的な架け橋簡のカリキュラ

幼保小間の体制             幼保小の協働震施9体制         約 畿な体制
*幼保小の合同会鍛・研静会の識霊      *範 保小の合同会議・研修会の布芸      *幼 黒′
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コーディネート

竹田市では「幼保小の架け橋プログラム」の手引きを基に、幼保小の教職員間での対話 を重視 し、協働 して学びを深める取組を実施 していま

す。「合同研修会」 と「教育・保育実践の見える化」に注力 し、 5歳児の保育参観や小学 十年生の授業公開、幼児教育理解のワークショウプ等を

含んだ研修会が行われ、職員間の連携が強化されました。園および小学校関係者双方か ら、スムーズな接続や教育の質向上の重要性が確認され

ました。

本資料は、竹田市 3年間の取組であり、今後持続 して行 くための指針 として作成 しました。
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◇子どもの興味・関趙を引き出す導入の工夫

◇見通しをもったり、振 り返ったりできるように場を設ける

「どうしたい ?」 「どうする ?」 など、子どもの考えを引き出す言葉かけを行う

自分の思いを伝えたり、友だちの考えを聞いたりする場を設ける

見守る、一緒に活動する、共感するなど場にκ じた言葉かけや援助を行う

友だちの姿から、良さに気づいたり、刺激 し合ったりできるような言葉かけを行う

【I学期】幼小交流活動事前・事後の打ち合わせ/互見保育・授業/
南部幼小合同研修会/小学校授業公開・幼小合同研修会(ブロック)
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【3学期】幼小交流活動事前・事後の打ち合わせ/子ども理解の会/「架け橋期のカ

リキュラム」検証会議
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体育 徳 特別活動国語 音 図画工作

生活科

安′むをつくる時間
・弾力的な時間の運用

⇒生活科を中サせとした学習活動

合科的・関連的学習活動

(例 :図っ中の大学の教科等)

自分自身の生活や成長
に関する内容
(8)生活や出来事の伝え
合い

(9)噂 分の成長

☆自立だ
☆社会生活とのかかわ
り
☆言葉による伝
え合い

国語・音楽 。道侮

【かぞくにこにこ

大さくせん】⑩
◎学校・家庭及び地

域の生活に関する内

容

(2)家庭と生活
(8)生活や出来事の

伝え合い

(の 自分の成長

☆自立鳶

☆社会生活 とのか

かわり
☆健康なミと体

【はじめのいっば】
④
【わくわくどきどき
しょうがつこう】④
◎学校・家庭及び地域
の生活に関する内容

(1)学校と生活
(8)生活や出来事の伝
え合い

☆健康なだと体
☆社会生活とのかか
わり
☆道イ恵性・規範意識の
芽生え
☆言葉による伝え合
ヽ`

国語 。特活・道笛

せつとなかよし

あき】④
◎身近な人々、社会お

よび自然とかかわる活

動に関する内容
(4)公 共物や公共施設
の利用

(5)季節の変化と生活

(6)自 然やものを使っ

た遊び

(8)生 活や出来事の伝

え合い

☆自然 とのかかわり

生命尊重
☆協同性
☆社会生活 とのかか

わ り

きせつ となかよし 、ヽ

ゆ】②
◎身近な人々、社会およ

び自然とかかわる活動に

関する内容
(4)公共物や公共施設の

利用    ヽ

(5)季節の変化と生活

(6)自 然やものを使,た
遊び

(8)生活や出来事の伝え

合い

☆自然 とのかかわり生

命尊重
☆協同性
☆社会生活 とのかかわ

り

国語

なかよくなろうね」ヽ
なともだち】⑩
身近な人々、社会およ

かかわる活動

内容

(7)動植物の飼育・栽培
(8)生活や出来事の伝
え合い

☆自然とのかかわり生

命尊重
☆協同性
☆言葉による伝え合い

さ
◎
び自然諧
に関する

奏昌禁上§亀と室塗
生命尊重

は る

◎身近
②

伝 え

容
利用

や
の

ス

タ

ー
ト

カ

リ

キ

ユ
ラ

ム ◎身近な人々、社会および自然とかかわる活動に関する内容

(7)動植物の飼育・栽培   (8)生活や出来事の伝え合い

☆自然とのかかわり生命尊重  ☆患考力の芽生え  ☆豊かな感性と表現

きれいにさいてね わたしのはな】⑩

交流する中で国児に親 しみをもち、一緒 ることを泰 tむ

う】

立
合
わ
堂
い

自
社
か
宮
合

☆
☆
か
養

え
による伝

1→

生 活 と

リ

立 村自
協
０

合

☆
寺
☆

え

同
葉

い

1上

による伝

しよう】

毒盈籍桂亀篤ζ
巽暮護士とる信

の会】

☆協同1に

☆言葉による
伝え合い

各

科

等

の
学

び

ヘ

【 】は単元名 〇数字は時間数 ◎ 。 ( )は内容 ☆は幼児教育からつながる「幼児期の終わりまて1こ 育ってほしい姿」

◇「スタートカリキュラム」の時期は安′せして学習がスタートできるように、音楽や読み聞かせ等を 1時間目に行う

◇関わりを広げる支援→ペア・グループ・学級・学校全体へ   ◇体験活動を取り入れる

◇課題への出合わせ方、児童の意識の流れ、振り返りを大切にした指導計画

◇ F園 ではどうしてた?コ 「どう思う?」 「どうしたらいいと思う?」 など経験の想起・尽考を促し、交流し合う言葉かけを行う

「商小っ子 生活の約束」「由小っ子 学習の約束」

たけた の普及)



竹田市架け橋期のカ リキュラム (作 成の視点

田市教育ビジョン に を する子 ① 市町村の教育ビジョンや現在の子どもの姿等力II
◎重点目標 :○情報活用能力 O

体を十分に動か して、いろいろな運動や遊びに進んで取 り組む (戸 外で、友だちと一緒にするなど)

友だちの話を聞き、互いの思いや考えを伝え合いなが ら、友だちと目的を共有し協同することを楽 しむ

絵本や物語などに親 しみ、言葉やイメージを豊かにする

様々な出来事や素材に触れ感 じたことや考えたことを表現 して楽 しむ (歌 う、楽器を使 う か く、つ くるな ど)

ヽ｀

固定器具や運動遊具に
興味を持ち、体を動かし
て遊ぶ楽しさを味わう

【思者ごっこ】
☆健康な′むと体
☆自立′む

自分なりに考えたり、気づ
いたことを友だちと伝え
合ったりしながら、試行錯
誤して邊 tSミ ことを楽しむ

【シャボン玉迪び】
☆忌考力の芽生え
☆言葉による伝え合い

の 店屋さんごっこ】

よる伝え合い
のかかわ り 。

しさ

共通の目的に向かって友だち
と協力して遊びをすすめる中
で、文字や数字に興味をもち、
そのX要性に気づき、遊びに
取り入れて楽しむ

月のあそび】
びんやさんごっこ

と｀

ど

の

よ

う

な

資

質

。
能

力

を

育

み

た

い
か
、
子

ど

も

の

姿

を

具

体

化

す

る

し

士
」会

ム

・
等
な
性
蔵

表
ズ
奏
　
か
同
立

発
り
合
び
豊
協
白

ｒ

・
・
そ
☆
☆
☆

り

お
性
に
と

砂。水・泥の感触や違いに気づき、
試したり、工夫したりしながら、友
だちと一緒に遊びを楽しむ

【砂場あそび】
☆思考力の芽生え ☆協同性

協

を
力 し

味わう

【運動会
☆協同性
☆道イ蔦性
識の芽生え

ごっこ】

・規範意

】
・オペ レッタ
チャレンジあ

感性 と表現
【鬼つくり】

☆協同性
☆思考力の芽生え

黎督紫τ賜妹ネ乾竹路整
話を
提き穂騒 甲

さ`つまいもなn働コ吹虫り
※地域の方 との交流 :地域の方々との▼S、 れあいを楽 しむ  ☆社会生活 とのかかわ り

交ヽ流活動〕 交流する中で 1年生に崩 しみをもも、 一緒に活動子ることを築し惑

たいこ
きらめ
り遂げ

α

と

す

そ

ス

げ

と

を

分

り

す

メ

七幼，あ
〓
猟

一
は
鋼

る

柱

に

中

飼
姪
｛告

悌
言

え

持
寺
【
伝

【みんなで七夕
飾りを作ろう】

そ【釈祭りをょぅ】:

【凧を作って
あそぼう】

脅白ュ■′せ

■■と生活 と
υうアプヽヵ,十 ,り

てゞ言葉による
伝え合い

★自身.せ

rri窮「9~1上

哉 三年による
伝 え_合 い

強
辞
　
範
え
心

や
Ｗ
　
硯
士
よ

と
生

性
孝
任
い

去
Ｔ
イ　
傷
ｉ・甘
の
住
医
ロ

白
る

避
議
ｉ
え

上示
ф

☆
意
☆
伝

。
し
み
味
自
よ
に

・

学
新
生
を
ら
を
の
学

く
Ｏ
を
び
が
え
も
＜

◇子ども

◇見通し

◇見守る

【 】は遊び・渚勤例  ☆遊びの中て
′
期待する「効兄期の終わりまでに育ってほしい姿」 しU達 目標ではない)

⑦ 家庭や地域との連携   O幼 児教育と小学校教育のつながりや「架け橋期カリキュラム」ι

⑥ ④を踏まえ、ねらいに基づいた各国で展開される主な活動 (幼小交流活動を含む)

*【 】は遊び。活動例
*◇遊びの中で期待する「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」(到注目標ではない)

子 ども像

す る

8

してを

③ r架け橋期に期待する子ども像」の育成に向けて、遊びのプロセスをどのように深めていくか

遊びや

学びの

プロセス

④ ②のような姿、資質・能力を育むためには、どのような経験や体験が5歳児にX晏か
園

で

展

開

さ

れ

る

主

な

活

動

／

小

学

校

の
生

活

科

を

中

越
と

し

た

単

元
構

成

⑥ 各国での指導上の配慮事項

□環境の構成 ◇保育者の援助等
*日 頃の実践をもとに考える

配慮事項

の

回環境構成

◇援助

/指

家庭や

地域 との

連携

を も

O市全体で行う「体力づくリプ芭グラム」(た けたん体操)の普及



,こ なうもの

ら設定したr架け橋期に期待する子ども像」

⑤⑥⑦は各園・小学校で共通理解を図りながら作成するもの R5。 6.23現 在

②

「
架

け

橋

期

に

期

待

す

る

子

ど

も

像
」
に

向

け

て
、
幼

児

期

の

終

わ

り

ま

で

に

)

:を
ドに

く)

考ヽ
日す
うい

)の
,良

「 る
()

たついて、どのように理解を図るか

③「架け橋期に期待する子ども像」の育成に向けて| 学びのプロセスをどのように深めていくか

特別活動図面工作国語 算数
主
日

生活科
◎自分自身の生活や

成長に関する内容
(8)生 活や出来事の伝
え合い

(9)自 分の成長

☆自立ヾ

☆社会生活とのかか

わり
☆言葉による伝
え合い    国語

2も う

安′むをつくる時間
・弾力的な時間の運用

⇒生活科を中!せ とした学習活動

合科的・関連的学習活動

(例 :図 の中の太字の教科等)

⇒教科等学習活動

く:こ こにこ

大さくせん】⑩
◎学校・家庭及び
地域の生活に関す
る内容

(2)家庭と生活
(8)生 活や出来事
の伝え合い

(7)自 分の成長

☆自立越

☆社会生活とのか
かわり

うヽ

′むと体

きせつとなか 【きせつとなかよしかよくなろう

くわくがいっ
七`きようから1年
生】④
【わくわくどとどき
しようがつこう】④
◎学校・家庭及び地
域の生活に関する内
容

(1)学校と生活
(8)生活や出来事の
伝え合い

☆健康な
`む

と体
☆社会生活とのかか
わり
☆道徳性・規範意識
の

⑤各小学校 I年生の生活科を中,せ とした単元構成

*☆幼児期からつながる「幼児期の終わりまでに育ってほしヽ

*太字の教科名=合科的・関連的指導を行う教科

*『スタートカリキュラムとの位置づけ(実施時期等)

)

姿ヽ」

☆自然とのかかわ
り生命尊重
☆協同性
☆社会生活

☆協同性

☆社会生活 とのかか

わ り

☆自然とのかかわり生命尊

尋曇宗寒急蓬各桑弱ξ.算数

工
「

ユ

ラ

ム
◎身近な人々、社会および自然とかかわる活動に関する内容

(7)動 植物の飼育・栽培   (8)生活や出来事の伝え合い

☆自然とのかかわり生命尊重  ☆思考力の芽生え  ☆豊かな感性と表現
算数・回静・図画工作

きれいにさいてね わたしのはな

しむ
~

活動す ることを流 活動 I交流する中で園鼎 こ親しみをもち

立′む

会生活 と
かわり
笑による
合ぃ

自
社
か
言

え

☆
☆
の
☆
伝

☆
☆
☆
伝

み

つ

立
同
楽
金

自
協
言
え

′道

,睦

による
t｀

う】

☆達侮性規範

穣群馨ま多を
全鳥幹二拿ぐろよ

性

に

い

同
素
合

協
言
え

☆
☆
伝

【幼

】

各

教

科

等

の
学

び

ヘ

【 】は単元名 O数字は時間数 ◎・ ( )は 内容 ☆は幼児教育か らつながる F幼 児期の終わ りまでに育ってほしい姿」

⑥ 各小学校での指導上の配慮事項

□環境づくり ◇教師の指導等

*日頃の実践をもとに考える

かせ等を i時 間目に行

る

◇ rス タ

つ

◇関わり

◇課題ヘ

′くさ

【竹田市共通】


